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【手続補正書】
【提出日】令和1年12月13日(2019.12.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　可変表示を行い、遊技者にとって有利な有利状態に制御可能な遊技機であって、
　可変表示の開始に応じて表示を開始し、可変表示の終了に応じて表示を終了する特定表
示を実行可能な特定表示実行手段を備え、
　前記特定表示実行手段は、
　　開始される前の可変表示に関する情報が表示される所定表示領域において特定表示を
表示可能であり、
　　可変表示中に特定表示を移動させて表示することにより可変表示期間の残り期間を示
唆可能であり、
　　特定表示を移動させているときに、前記有利状態に制御される期待度に応じて該特定
表示の態様を変化させることが可能であり、
　特定表示の態様が特定態様に変化するときの該特定表示の表示位置に応じて前記有利状
態に制御される期待度が異なる、
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　手段Ａの遊技機は、可変表示を行い、遊技者にとって有利な有利状態に制御可能な遊技
機であって、
　可変表示の開始に応じて表示を開始し、可変表示の終了に応じて表示を終了する特定表
示を実行可能な特定表示実行手段を備え、
　前記特定表示実行手段は、
　　開始される前の可変表示に関する情報が表示される所定表示領域において特定表示を
表示可能であり、
　　可変表示中に特定表示を移動させて表示することにより可変表示期間の残り期間を示
唆可能であり、
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　　特定表示を移動させているときに、前記有利状態に制御される期待度に応じて該特定
表示の態様を変化させることが可能であり、
　特定表示の態様が特定態様に変化するときの該特定表示の表示位置に応じて前記有利状
態に制御される期待度が異なる、
　ことを特徴とする。
　さらに、手段１の遊技機は、可変表示（例えば、特別図柄や飾り図柄の可変表示）を行
い、遊技者にとって有利な有利状態（例えば、大当り遊技状態）に制御可能な遊技機であ
って、可変表示の開始に応じて表示を開始し、可変表示の終了に応じて表示を終了する特
定表示（例えば、アクティブ表示や、アクティブ表示移動演出における球体表示１２９Ｉ
Ｗ００２ｂの表示）を実行可能な特定表示実行手段を備え、特定表示実行手段は、可変表
示期間を示唆可能な態様により特定表示を表示可能であり（例えば、アクティブ表示移動
演出により、球体表示１２９ＩＷ００２ｂが、可変表示開始時に開始位置に位置し、可変
表示終了時に終了位置に位置するように移動することによって示唆される。図８－４参照
。）、可変表示期間を示唆可能な態様により特定表示を表示しているときに、有利状態に
制御される期待度に応じて該特定表示の態様を変化させることが可能である（例えば、球
体表示１２９ＩＷ００２ｂを移動させるアクティブ表示移動演出の実行中に、球体表示１
２９ＩＷ００２ｂの表示態様を変化させるアクティブ表示変化演出を実行可能である。図
８－５参照）ことを特徴とする。
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